



























































































































































































































































































































































f,i] ,(,If院記念初日】し l リ
る。それは日清戦争から三年目、露・独・仏の三国干渉により、まさに荒尾が『対清弁妄』において、領土割取は列国の侵略を誘発すると警告した通りのことが現実となった。近衛は日中経済提携に重点を置く荒尾の同志や門下生 主張 容れて
「支那の川防人十一」を会の綱領とした
D
これを実行する人材養成のために一二十二．
年（一九
OO
）南京同文書院を開設したが、北消事変により上海に移転し、
翌年これを吸収して東而同文書
院を設立した。
根津は近術に会った．
1卜二年より東川同文会の中心的存在となり、
同文書院の院．たは一一十一年の．
hK
きに
渉って務めた。根津は
「書院創立要項」
の中に、「中外の実学を講じて小日の英才を教え、
．にはもって小
同店強のけ措を立て
一にはもって中日紺協の根を同む。期するところは、中国を保全して、東岨久安の策を
定め、宇内永和の計を立つるにあり。」と述べている。
遊間口の水木益見呈、
日清貿易研究所以来の考えを東亜同文書院が踏襲したものに、学生の中国調査旅行があっ
た。学生を数人ずつ グループに分け、三ヶ月から半年に及ぶ大旅行で、
その成果が『支那省別全誌』とし
てまとめられているが同文書院の衣鉢を継ぐ愛知大学においてもこの調査旅行が断製されている。
，同園、、-ft 、、＿，，
